
環境(エコ)シティ

コーディネーター：おだわらスマートシティプロジェクト

・平成２３年１１月１９、２０日「おだわら環境志民

フォーラム」を開催。

小田原の環境活動に携わる市民・団体・事業所

などが、活動状況や商品・製作物などを展示した

ほか、森里海連環の維持強化、安全なエネルギー

などをテーマにし、全国区で活躍されている実践

者や学識経験者などをお招きして講演やシンポジ

ウムを２日間にわたり開催。

・さまざまな環境課題に取り組むためには、市民

をはじめ環境活動団体や地域活動団体が課題を共

有し、つながりを築く必要があると考え、環境分

野のネットワークのハブとなる環境プラット

フォームの構築を目指すこととしました。

今後の展望

環境志民フォーラム開催を契機に、森里海連環

や自然エネルギーなど各環境分野において、市民

が主体となった取組の前進を図ります。

さらにこれまでばらばらに活動していた環境団

体が、環境に関する課題を共有することを通じて

ネットワーク化を促進し、環境活動のプラット

フォームを形成していきます。

参考ＵＲＬ

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/envi/

environment_project/

取組の背景

本市では、多くの市民、多くの団体が、小田原

をより素晴らしいまちにしようと、自然環境の再

生や街環境の整備に精力的に活躍しています。

しかしながら、お互いの存在や活動を知らな

かったり、情報を共有できていないことが少なく

なかったため、様々な環境に関する問題を多くの

市民が知って、一緒になってその解決策を考え実

践していけるネットワークづくりが必要な状況に

ありました。

活動の狙い

環境に関する問題の解決策を考え実践していく

ため、環境を良くしようとの意思を持つ、市民団

体、企業、行政、地域団体、研究者などを『志

民』と表現し、そのネットワークづくりを進めて

いくことを目的とします。

その連携の輪の中で、多くの方々が集い、知り

合い、つながって、うるおう循環都市をつくって

いければと考えています。

実施内容

１０のテーマの中で最も多い１６団体が加盟し、

対象分野も多岐にわたっています。

「環境（エコ）シティ会議」を毎月開催し、各

分野の活動フィールドにおける現地見学会や勉強

会を行い、情報共有と活発な議論を展開してきま

した。

活動の成果

小田原の優れた自然環境を守り育て、活用する

ため、環境の全体像を把握し、課題をまとめる等

の活動を行い、次のような成果をあげました。

・環境に関わる団体の活動を地図で紹介した「お

だわらグリーンマップ」を発刊。



取組の経過

平成22年1月～平成23年3月

環境(エコ)シティ推進プロジェクト開始

・参加団体の活動を見聞し、共通認識を持つため

の体験ツアーや「水」に関連する施設の見学

・環境再生・環境改善の仕組みづくり勉強会

・小田原市低公害車普及促進会議（おだわらエコ

カープロジェクト）や環境再生プロジェクト主

催により勉強会

・『みんなで創る地域協働のしくみづくり』ワー

クショップ などを開催しました。

平成23年11月19、20日

『おだわら環境志民フォーラム』開催

東日本大震災の発生により『環境ネットワーク

まつり』が中止となりましたが、その後、安全な

エネルギーなどをテーマに加え、同年１１月１９、

２０日に『おだわら環境志民フォーラム』を開催し

ました。

平成23年11月～

プラットフォーム構築へ準備

あらゆる環境に関する動きをまとめ、環境コ

ミュニティ活動の中間支援機能を持つプラット

フォーム型NPOの構築に向けて検討しています。

おだわら環境志民フォーラム開催 小田原の環境の将来像について議論

「荒地の再生・活用」実践活動の様子 おだわら環境志民フォーラム チラシ

無尽蔵プロジェクト～環境（エコ）シティ～

※平成26年11月18日時点の情報です。


